
                                                     

 

 

   

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail ：seto@city .n i ihama. lg . jp 

 

. j p  

 

T E L  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

６月３日、泉川小学校のグラウンドにおいて「第５３回

泉川校区町民大運動会」が開催されました。当日は、早朝

からの準備や開会式にはたくさんの方々に参加していた

だき、世代を超えた地域の絆を深めることができました。

瀬戸・寿ブロックは惜しくも同点三位でしたが、選手の皆

さんはさわやかな汗を流し、子どもからお年寄りまで、楽

しみながら各種競技に参加しました。同じ地域に住む者同

士、笑いあり、悔しさも多少ありましたが、十分親睦が深

められたものと思います。参加された皆さん、お疲れさま

でした。 

瀬戸・寿連合自治会 

 

「わたくしたちのまちは、わたくしたちの手で美しく」を合言葉に、次の要領で行います。

一戸当たり一名以上のご参加をいただきますようお願い申し上げます。 

 

日 時 平成３０年７月２２日(日) 午前７時～   

（雨天中止の場合は 7 月 29 日（日） 

集合場所 11 号バイパス泉川校区担当区域  

  

但し、次の自治会につきましては、 

寿南組(3 組の皆さま)・・ 寿集会所・・樹木の剪定と草引き３組(10 名程) 

瀬戸中組 瀬戸会館・・・会館北側太鼓台倉庫付近の草引き 

立石   寿公園・・・・花壇内の草引き 

西恵比寿 瀬戸公園・・・公園内の草引き(10 名程) 

恵比寿・・・・・・・・・単位自治会からお知らせの場所（橋本宅付近へ） 

 

＊以外の自治会員については、11 号バイパス担当区域へ集合してください。 

瀬戸・寿連合自治会 

 

ワイワイ 

★ゆめじゅく編集委員会 

2 日(月)13 時 30 分～ 

★移動図書館青い鳥号 

4 日(水)・18 日(水)14 時～14 時 40 分 

★「人権のつどい日」   

 11 日(水)19 時 30 分～21 時００分 

   演題：「語り継ぐこと」 

   講師：石田 伸一さん 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

 10 日（火）１０時３０分～１１時３０分 

 

 

★木曜会 

19 日(木) １９時３０分～２１時 

★人権・同和教育関係行事 

  5 日(木)６日(金) 

四国地区人権教育研究大会（高松） 

11 日(水)～13 日(金) 

  愛隣連先進地視察研修 

           (in 九州方面) 

 

 

さだまさしさんの「償い」という曲で、

３年生対象に道徳の授業を行いました。

この詩は、「交通事故で夫を亡くした知

人の女性に対して、加害者の男性が、毎

月わずかずつではあるが賠償金を郵送し

てきた。女性は加害者の文字を見るたび

に、亡くなった夫のことを思い出して辛

い思いをしていた。数年たっても送金は

続いたが、女性は、『もうお金は送って

くれなくて結構です』と加害者に対して

返事の手紙を書いた。しかし、手紙を受

け取ったはずの加害者は、償い続けるた

めに翌月以降も送金を続けてきた。」と

いう実話に基づいて書かれています。   

「人間は他人の犯した罪を赦す優しさ

をもっている。しかし、他人の命（人権）

を奪ってしまったら、加害者は、永遠に

自分自身を許すことが出来ない。他人の

人権を奪うことの恐ろしさを通して、人

として、絶対に許されないことは、他人

の人権を侵すことである」と、生徒・保

護者で話し合いました。 

 

いつもゆめじゅく会にご協力ありが

とうございます。第 11 回であい展の

実行委員会を下記のとおり開催したい

と思います。 

各サークルの代表者の方は、お忙し

いとは思いますが、よろしくお願いい

たします。 

記 

1 日時：7 月 4 日（水）19：00～ 

2 場所：瀬戸会館Ａ室 

3 各サークル代表者 

(なお、都合で来れない方は代理の

方をお願いします。) 

mailto:seto@city.niihama.lg.jp


  

  

 

 

 

  

 

    

    

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

  

  

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  午     前 午     後 夜     間 

２ 月 ピアノくらぶ 楠木クラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

３ 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 
フラダンス  レインボー体操Ｂ 東田クラブ 

社友会ＰＣ 
Ａ－ＯＮＥ 

４ 水 詩吟 水美会 スクエアダンス パソママクラブ  バレエ教室  よさこい 

５ 木 リトミック ３Ｂ体操 パソママクラブ 紙バンド レインボー体操Ａ  エストレージャ ＺＵＭＢＡ  

６ 金 健康体操 つまみ細工 ピンポン エストレージャ フラダンス 

７ 土 スクエアダンス  スクエアダンス ポーセラーツ  

９ 月 ピアノくらぶ 楠木クラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

10 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 
フラダンス  レインボー体操Ｂ 東田クラブ 

社友会ＰＣ 
Ａ－ＯＮＥ 

11 水 詩吟 水美会 
スクエアダンス パソママクラブ  

ポーセラーツ  
バレエ教室  よさこい 

12 木 リトミック ３Ｂ体操 パソママクラブ 紙バンド レインボー体操Ａ  エストレージャ ＺＵＭＢＡ  

13 金 健康体操 つまみ細工 ピンポン エストレージャ フラダンス 

14 土 スクエアダンス  スクエアダンス 篆刻   

17 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 
フラダンス  レインボー体操Ｂ 東田クラブ 

社友会ＰＣ 
Ａ－ＯＮＥ 

18 水 詩吟 水美会 スクエアダンス パソママクラブ  バレエ教室  よさこい 

19 木 リトミック ３Ｂ体操 パソママクラブ 紙バンド レインボー体操Ａ  エストレージャ ＺＵＭＢＡ  

20 金 健康体操 つまみ細工 ピンポン エストレージャ フラダンス 

21 土 スクエアダンス  スクエアダンス ポーセラーツ  

23 月 ピアノくらぶ 楠木クラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

24 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 
フラダンス  レインボー体操Ｂ 東田クラブ 

社友会ＰＣ 
Ａ－ＯＮＥ 

25 水 詩吟 水美会 スクエアダンス パソママクラブ  バレエ教室  よさこい 

26 木 リトミック ３Ｂ体操 パソママクラブ 紙バンド レインボー体操Ａ  エストレージャ ＺＵＭＢＡ  

27 金 健康体操 つまみ細工 ピンポン エストレージャ フラダンス 

28 土 スクエアダンス  スクエアダンス 篆刻 ボランティアサークルＭａｙ  

30 月 ピアノくらぶ 楠木クラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

31 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 
フラダンス  レインボー体操Ｂ 東田クラブ 

社友会ＰＣ 
Ａ－ＯＮＥ 

7 月 

7月のサークル活動予定です。興味のある方はご連絡ください。 

また、変更になる場合があります。     連絡先：瀬戸会館（41-5859） 

６月の人権のつどい日は、土居町の江口徹子さんをお招きして「生命へのいとしみ、

人間愛の涙の流せる人に」という演題で話をしていただきました。江口徹子さんは、い

われのない差別を受け、結婚や育児において大変な苦労をされました。しかし、江口さ

んはそんな差別に負けることなく、約半世紀間、差別と闘い、差別解消に向けた多くの

活動を行ってこられました。 

 徹子さんは、同和教育とは、人間としての生き方、自らに恥ずかしくない生き方を貫

くための教育であることを温和な口調で、語りかけてくださいました。お話を聞いて、

いつも思うのですが、なんという心優しい人なのでしょう。こんな優しい方こそ、真に

厳しく人間の尊厳を守り抜くために闘える人なのでしょう。人間として人間らしく生き

る。それは誇りと輝きを創造していく営みです。人権の確立のためにひたむきに闘いつ

づけている人は、本当に優しいことを改めて教えて 

いただきました。 

 人々が啓発されるためには、まず感動がなければなり 

ません。徹子さんの話は、参加者の心に呼びかけ、問い 

かけ、自分自身が、一人一人を本当に大切にする生き方 

を真摯に貫いているかを内省する機会を与えてください 

ました。 

 

「差別」の反対語は何だと思いますか？「平等」ですか？しかし、「差別する」とは
言いますが、「平等する」とは言いません。私は「尊重」だと思っています。 
人はなぜ差別するのでしょうか？それは、「尊重」を得たいからです。人は、幼い頃、

親の膝に抱かれて愛されます。可愛がられて「尊重」されているからです。この「尊重
されたい」という願望は死ぬまで続きます。 
「尊重されたい」という欲求は、傷つきやすいものです。親の膝に乗って遊んでいた

子どもも、やがて成績や仕事の成果によって評価され、「尊重されたい」という願望は
傷つきます。その時、人が「尊重されたい」という願望に従うなら、懸命になって努力
するしかありません。 

しかし、安易な解決方法があります。誰かを見下して、自分が「尊重されたい」とい
う願望の代償、慰めを求めることです。差別とは、「間違った方法でする、尊重への欲
望の実現」なのです。 

そうした醜い自分を発見したとき、ただ一つ解決方法があるとすれば、自分のプライ
ドがどこかで傷つけられていることを自覚し、「いけない」と解決方法を修正すること
です。自分を向上させるか、自分の頑張りを自分で認めることです。自分の限界がわか
れば、他人を見下す気持ちは消えていくはずです。 
西光万吉起草の水平社創立趣意書『よき日のために』は、ロシアの作家・ゴーリキー

の『どん底』からサチンの言葉を借り、「……哀れっぽい事を言って人間を安っぽくし
ちゃいけねぇ。尊敬せにゃならん。」と人間の根本的なあり方を指摘しています。 

 


